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2

インストーラのダウンロード

• 以下のURLから，持参してきているPCの
OSにあったSTM32CubeIDEの
インストーラーをダウンロードする．
– https://www.st.com/ja/development-tools/stm32cubeide.html

• 後々，mySTカウントを使うため，
ユーザ登録をしておいてください．
– インストーラのダウンロード時に登録できます．

• インストールは，デフォルトの設定で進める
– デバイスドライバのインストールの確認がある．すべてインス

トールをすること．

https://www.st.com/ja/development-tools/stm32cubeide.html
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インストール後

• 以降，データ通信量を気にしなくて良い
ネットワークにつながっている前提で
進めます．

• ところどころ，自動でファイル等の
ダウンロードが始まります．
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インストール後

• STM32CubeIDEを起動する．

• Workspaceの保存場所を確認される．
– 任意の場所で良い．

– トラブルを防止するならば，一般論として，
半角スペースや全角文字が入っている
フォルダを指定しないほうが良い．

• フォルダを決めたらLaunchボタンを
クリックする．
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インストール後

• 以下の画像に従って，アカウントを
インストールしたSTM32CubeIDEに紐づける．

– Connection to myST をクリックした後の説明を，
割愛する．

①クリック

②クリック
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インストール後

• 画面左上のアイコン，
Start New STM32 Project の
アイコンをクリックする．

– メニューから，
Fileを選択すると，
その中にもある．

• すると，ファイルのダウンロードが
始まる．

クリック
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インストール後

• ファイルのダウンロードインストールが
終わると，以下の画面が立ち上がる．

• 上のタブから，Board Selector をクリック

クリック
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インストール後

• 画面左上のCommercial Part Number に
NUCLEO-F030R8 と入力する．

• ボードの画像が表示される．

NUCLEO-F030R8を入力

ボードの画像が表示される



9

インストール後

• 表示されたボードの画像をクリックし，
ウィンドウ下部のNextボタンをクリック．

①ボードの画像をクリック

②Nextをクリック
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インストール後

• Project Name に
任意の名前（半角
英数推奨）を
入力する．
– 右の画像では

 test にした．

– その他は
デフォルトの
設定で，
Finishボタンを
クリックする．

プロジェクト
名を入力
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インストール後

• その後，メッセージボックスが
表示された場合は，すべてYesを選択する．
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インストール後

• Project メニューから，Generate Codeを
行う．

• ここまでできていれば，
当日，Wi-Fiがなくとも作業可能になるはず．
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